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メッセージボックス機能イメージ 

050-A端末 

PC/スマートフォン 

メッセージ 
BOX 

050-A 
蓄積BOX 

050-B 
蓄積BOX 

【オフィス】 

【外出時】 

話中、無応答、無条件、圏外（*）等 
の条件毎メッセージBOX等の 

起動条件を選択 
*圏外はRegisterが確認できない状態 

050-Aへ着信 

【推奨】 
録音メッセージの添付送付も可能 

050-Aへ発信 

接続センタ番号へダイヤルし 
グルーピングされた蓄積BOXへ 
メッセージを録音することも可能 

050-C 
蓄積BOX 

【着信者】 
050-Aの利用環境 

【発信者】 

メール通知 
（録音時or着信時） 
最大3アドレス設定 

メッセージ取出 
接続センタへダイヤル 
しメッセージ確認 

留守番録音機能 

伝言録音機能 

留守番録音機能 
 

◇メッセージ録音 : 事前の設定条件に従いメッセージボックスへ接続⇒ガイダンス応答⇒メッセージ録音 
◇通知・メッセージ確認 : メッセージ録音時or着信時に登録されたメールアドレスへ通知⇒メッセージ確認 
 

応答のみガイダンス機能 
 

◇応答のみガイダンス：事前の設定条件に従い、応答のみガイダンスへ接続。 
◇通知：ガイダンス接続時、登録されたメールアドレスへ通知。 
 

伝言録音機能 
 

◇メッセージ録音 : センタへ接続しグループを指定⇒メッセージ録音⇒グループ登録された蓄積BOXへメッセージ配布 
◇通知・メッセージ確認:メッセージ録音時に登録されたメールアドレスへ通知⇒メッセージ確認 

応答のみガイダンス 

応答ガイダンスのみで対応 
（録音しない） 

応答後、メッセージをお預かりする 
（録音する） 

IP電話サーバ 

※留守番電話/伝言録音のメッセージ確認については、「メール通知」による添付ファイルでの確認を推奨しております。 
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操作概要 

操作概要（基本編） 
 

留守番録音を使う    
留守番録音概要 
留守番録音の初期設定 

事前設定（メッセージボックス設定情報入力） 
起動条件の設定 

メッセージを録音する方法 
着信通知メールの内容 

 
•メッセージを取り出す 

メッセージを取り出す方法 
メッセージ一覧を見る方法 
 
 

操作概要（応用編） 
 

応答のみガイダンスを利用する 
 
留守番録音の応答メッセージを自分の声に変更する 

電話操作で応答メッセージの収録・変更をする 
取り出しパスワードを電話操作で変更する 

 
伝言録音を使う 
 
 

 
 

 



Copyright 2012 NTT Communications Corporation 4 

【参考】コールフローの見方 

メッセージボックスのコールフローは4種類あります。 
 
・留守番録音時    
・伝言録音時    [050-3480-8510] 
・メッセージ確認時   [050-3480-8500] 
・各種設定（個人ガイダンスの収録、パスワード変更） [050-3480-8520] 

PB 
受信不可 

PB受信可 

＃で 
スキップ可 

音声再生中にPB信号を受けない。→音声終了後、指示コードを入力する 

音声再生中にPB信号を受ける。→音声を最後まで聞かずに、指示コードを入力できる 

シャープで音声をスキップすることができる 

録音 メッセージ録音 

指示コード入力待ち 

再生 メッセージ再生 #でスキップ可 

操作内容 

1 ＃ 

指示コード（数字） 

指示コード（記号） 

指示コード（数字） 
の内容 

1 ＃ 

指示コード（数字） 

指示コード（記号） 

凡例 

条件によって、再生されない場合がある。 

◆本ページの位置付け 

⇒ 本資料中に、電話操作による操作が存在しております。 
   以下にコールフローに書かれている図の説明が書かれておりますので、参考にしてください。 
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【基本編】 
留守番録音を利用する 
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留守番録音/応答のみガイダンス 機能概要 

<<機能概要>> 
◆メッセージセンタが着信者の代わりに応答し、 
 ・発信者からの音声メッセージを録音することが可能です。（留守番録音） 
 ・対応できない旨をガイダンスで知らせることが可能です。※録音なし（応答のみガイダンス） 
 ⇒Webカスタマーコントロールや電話端末からのダイヤル操作(SIPカスコン)によって、無条件、話中、圏外、不在などの留守番録音を行う条件設定が可能です。 
◆着信通知メール（E-Mail）により、ほぼリアルタイムに着信把握が可能 
 ⇒メール送付先がパソコン向けメールアドレスの場合、着信通知メールを送信します。 
 ⇒メール送付先が携帯電話向けメールアドレスの場合、録音メッセージは外出先からメッセージセンタに接続することで聴取可能です。 
◆留守番メッセージを預かったユーザは、そのメッセージを他のメッセージボックスユーザーに配布することが可能です。 

<<機能提供イメージ>> 発信者：Ａ、着信者：メッセージボックスサービス契約者Ｂ 

メッセージセンタ 

（メディアサーバ） 
 

発信者：Ａ 
（PSTN/携帯/IP） 

接続先変更 

①外出先などの携帯電話に 
着信通知メール送信 

②録音メッセージ確認 

050-****-**** 
着信者：ユーザーＢ 
（留守番録音ユーザ） 

メール送信先が携帯の場合 

メール送信先がPCの場合 

PC等に着信通知メール送信 

メッセージ録音 
Or 応答のみガイダンス 

ユーザーC 
蓄積BOX 

③（必要に応じて）録音メッセージの配布が可能 
※同一CUG内のユーザーに限ります 

IP電話 
サーバ 

ユーザーＢ 
蓄積BOX 無条件、話中、圏外・不在など 

による、留守番録音の条件設定 

※転送機能と留守番録音機能 
  留守番録音機能と転送機能は、いずれか1つの機能を選択、利用することになります。（併用はできません） 

PC/スマートフォン 
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留守番録音の初期設定 

Internet 
NTTCom_VoIP_基盤網 

コントロール 
サーバ 設定端末 

（管理者等） 

【画面イメージ】 

【Webカスタマーコントロール利用イメージ】 

<<事前準備>> 
◆留守番録音に関する事前準備を行います。 
  ⇒メール送信設定：メール送信タイミングの設定（①停止、②着信時に送信 、③メッセージ録音時に送信） 
  ⇒ボイスメール有無設定：音声ファイルをメールに添付するか否かの設定 ※携帯メールへは音声ファイル添付は出来ません。 
  ⇒メール送信先設定：パソコン、携帯メール等の送信先の指定 （３つまで） 
 
<<条件設定>> 
◆留守番録音利用条件の設定 
  ⇒無条件、話中、圏外・不在などによる、留守番録音の条件設定、開始・停止の設定 
 

NTTCom_VoIP_基盤網 NTT Com 
VPNサービス 

【SIPカスタマーコントロール利用イメージ】 

サービス設定・制御用特番ダイヤル 

設定内容確認ガイダンス 

Web画面にて設定 

ダイヤル操作にて設定 

Webカスコン 

Webカスコン SIPカスコン 

IP電話サーバ 

IP電話サーバ 
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事前設定（メッセージボックス設定情報入力） 

<<事前準備操作イメージ>> 
  

端末ユーザでログインした初期画面 

クリック メッセージ取り出しパスワード メッセージ取り出しセンターへ電話した際、認証に利用するパスワードを設定する。 

メール送信設定 着信時に送信：       着信＋録音時にメール送付 
メッセージ録音時に送信：  録音時にメール送信 
                 （着信のみの場合、メールを送付しない） 

ボイスメール メールに録音メッセージを送付する/しない 

メール送信形式 送付するメールアドレスはPC（スマートフォンも可）向け/携帯向け 

メールアドレス 送付先メールアドレスを記入。 

メッセージボックス設定画面 

Webカスコン 
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設定／制御種別 ダイヤル番号 内容 備考 

留守番録音サービス開始 １４１１１ 留守番録音開始（無条件） 

１４１１２ 留守番録音開始（圏外） 

１４１１３ 留守番録音開始（話中） 

１４１１４ 留守番録音開始（圏外or話中） 

１４１１５XX 留守番録音開始（無応答）        無応答：ＸＸ秒以上経過始動 ＸＸ：無応答時間であり５～３０秒内で１
秒間隔で指定 １４１１６XX 留守番録音開始（無応答or圏外or話中）   無応答：ＸＸ秒以上経過始動 

１４１１７XX 留守番録音開始（無応答or圏外）       無応答：ＸＸ秒以上経過始動 

１４１１８XX 留守番録音開始（無応答or話中）       無応答：ＸＸ秒以上経過始動 

留守番録音サービス停止 １４１０ 留守番登録停止 

起動条件の設定 

<<条件設定操作イメージ>> 
 ①Webカスコンを使用する場合 

②SIPカスコンを使用する場合 

各起動条件ごとに 
転送/留守番録音/設定しないを選びます。 
 
※無条件で、転送もしくは留守番録音を選択した場合 
他の起動条件では設定しない以外の設定は 
出来ません。 

Webカスコン SIPカスコン 

クリック 

③ガイダンスに導かれて設定する場合は、 141をダイヤル 
④外出先から設定する場合は、 050-3300-7141をダイヤル 

接続後、ガイダンスに従って、設定を実施。 
（操作方法は、SIP/PBカスコン 操作マニュアル（メッセージBOX編）を参照） 
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留守番録音をする方法 

 
 
 

録音 

只今のメッセージでよろしければ1とシャープを、録音をや
り直すときは、２とシャープを、メッセージを確認するときは
３とシャープを、メッセージを取り消すときは９とシャープを
入力してください。 

只今、電話に出ることが出来ません。「ピー」という発
信音の後にお名前とご用件をお話ください。終わりま
したら最後に＃を押して下さい。録音は180秒可能
です。 

ピー 

録音確定 
↓ 
終了 

再度録音 
録音メッセージ 

確認 
録音取り消し 

録音終了 

＃ 

メッセージをお預かりしました。ご
利用ありがとうございました。 

切断 

1 ＃ 2 ＃ 3 ＃ 9 ＃ 

Bさんへの電話が不接のため、 
留守番録音開始 

着信者：Ｂさん 
（メッセージボックス契約） 

050-33bb-bbbb 

発信者：Ａさん 
（PSTN/携帯/IP） 

不接 

メッセージをお預かりしました 
着信日時：2003/03/03 
発信TEL：0367001111 
着信TEL：050-33bb-bbbb 
メッセージの録音時間：25秒 
メッセージID：1234 
メッセージをお聞きになるには 
050-33yy-yyyy 
におかけください 

Bさんへ 
メール送信 
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着信メールの内容 

事前準備にてメール通知設定を行っている場合、下記のイメージのメール通知が送信されます。 

着信通知 

件名：<036700○○○○>から着信あり 

差出人：メッセージセンター <●●@●●●.●●> 

宛先：●●@●●●.●● 

着信がありました。 
着信日時：2006/06/01 10:00 
発信電話番号：03670○○○○○ 
着信電話番号：0503381XXXX 

留守番録音通知 

件名：<036700○○○○>から留守録あり 

差出人：メッセージセンター <●●@●●●.●●> 

宛先：●●@●●●.●● 

メッセージをお預かりしました。 
着信日時：2006/06/01 10:00 
発信電話番号：036700○○○○ 
着信電話番号：0503381XXXX 
メッセージをお聞きになるには 
tel:0503480**** 
へおかけください。 
録音時間[秒]：4 
録音件数：1/20 
メッセージID：1234 

20060601_○○○.wav 

※着信時や録音時のメール通知の有無は任意に設定可能です。（メール送信先は最大３つまで登録可能） 
※音声ファイル添付の有無は任意に設定可能です。（ただし携帯メールへは音声ファイル添付ファイル有りを設定することが出来ません） 

伝言録音通知 

件名：<036700○○○○>から伝言あり 

差出人：メッセージセンター <●●@●●●.●●> 

宛先：●●@●●●.●● 

メッセージをお預かりしました。 
着信日時：2006/06/01 10:00 
発信電話番号：036700○○○○ 
着信電話番号：0503381XXXX 
メッセージをお聞きになるには 
tel:0503480**** 
へおかけください。 
録音時間[秒]：4 
録音件数：1/20 
メッセージID：1234 

20060601_○○○.wav 

メッセージ配布通知 

件名：<036700○○○○>から伝言あり 

差出人：メッセージセンター <●●@●●●.●●> 

宛先：●●@●●●.●● 

メッセージをお預かりしました。 
着信日時：2006/06/01 10:00 
発信電話番号：036700○○○○ 
配布日時：2006/06/02 20:53 
配布元番号：0503381XXXX 
メッセージをお聞きになるには 
tel:0503480**** 
へおかけください。 
録音時間[秒]：4 
録音件数：1/20 
メッセージID：1234 

20060601_○○○.wav 

<<メール通知 イメージ例>> 

※録音後、着信メールが受信ボックスに届いていない場合があります。 
 迷惑メールに振り分けられている場合は、メーラ側の迷惑メール設定の解除・変更を行ってください。 
 またフィルタリング設定により、受信ボックス以外のフォルダに振り分けられている場合は、 
 送信元「info-from@ipvoice.jp」からのメール受信を許可する設定を行ってください。 
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【基本編】 
メッセージを取り出す 
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自分のメッセージ取り出しパスワード（数字4-8桁）を入力 

メッセージを取り出す方法（電話操作） 1/2 

 
 
 

こちらはメッセージセンタです。お客様の
メッセージボックス番号を入力し、そのあ
とシャープを入力してください。 

メッセージ取り出しパスワード入力し、そ
のあとシャープを入力してください。 

自分のボックス番号（IP電話番号）を入力 

050-33bb-bbbb ＃ 

12345678 ＃ 

メッセージIDを指定する方は4桁の番号と#
を、順に再生する方は１と#を、入力してくだ
さい。 

メッセージIDによる再生  

1234  ＃ 

順次再生 

1 + ＃ 

メッセージ確認時（2/2へ） 

メッセージセンター（メッセージ確認用）に接続 

 
 
 

発信者：Ｂさん 
（PSTN/携帯/IP） 

 
 
 

BさんはAさんが録音し
たメッセージを確認する 

Bさんが参加するCUGの 

メッセージ確認用センター番号は、 

050-3480-8500 

Aさんの番号で認証 
メッセージを確認する人を認証 

（Bさんの番号） 
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切断 

メッセージを□件お
預かりしています。 

新しいメッセージから
再生します。 

未読メッセージです。 

□□□から□□月□□日（午前／午後） □□時□□
分にお預かりした（伝言録音｜留守番録音）メッセージで
す。 

メッセージは保護されています 

メッセージを削除するときは１とシャープを、メッセー
ジをもう一度再生するときは２とシャープを、メッセー
ジを配布するときは３とシャープを、次のメッセージを
再生するときは４とシャープを、メッセージの保護・
保護の解除を行う場合は８とシャープを、全てのメ
ッセージを削除する時は５とシャープを、メニューに
戻るときは９とシャープを入力してください。 

メッセージはお預かりし
ていません。 

削除する 再度再生する 
配布する 
（転送する） 

次再生する 

1 ＃ 2 ＃ 3 ＃ 4 ＃ 

全削除する 
保護/ 

保護解除する 
メニューへ戻る 

5 ＃ 8 ＃ 9 ＃ 

再生 

※順次再生時のみ 

※未読メッセージのみ 

※順次再生時のみ 

メッセージを取り出す方法（電話操作） 2/2 
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メッセージ一覧を見る方法 

<<メッセージ一覧>> 
 ◆Webカスタマコントローラよりメッセージ一覧を確認、他のメッセージボックスへの配布、メッセージの保護、メッセージの削除を行うことが可能です。 

xxxx 

xxxx 

音声メッセージを
他のメッセージ
BoXに配布可能 

メッセージ保護 

再生されていないメッ
セージは背景が青色 

クリック 
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【応用編】 
応答のみガイダンスを利用する 

電話操作で応答メッセージの収録・変更をする 
電話操作でパスワードを変更する 
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自分のメッセージ取り出しパスワード（数字4-8桁）を入力 

 
 
 

現在の応答ガイダンスを確認する場合は、1とシャープを 
応答ガイダンスを変更する場合は、２とシャープを 
メッセージ取り出しパスワードを変更する場合は、3とシャープを 
留守電または、ガイダンスのみの指定をする場合は、4とシャープを押
して下さい。 

こちらはメッセージセンタです。こちらの番号では、 
応答ガイダンスとメッセージ取り出しパスワードの 

変更が可能です。 

発信者：Bさん 
（PSTN/携帯/IP） 

応答メッセージ 
確認 

応答メッセージ 
変更 

1 ＃ 2 ＃ 

自分のボックス番号（IP電話番号）を入力 

050-33aa-aaaa  

お客様のメッセージボックス番号を入力し、 
その後、シャープを入力してください。 

お客様のメッセージ取り出しパスワードを入力し、 
その後、シャープを入力してください。 

11335577 

1へ 2へ 

パスワード変更 

3 ＃ 

3へ 

応答のみガイダンスを利用する 1/2 

Bさんが参加するCUGの 

メッセージ設定変更用 

センター番号は、 

050-3480-8520 

“留守電”or 
“ガイダンスのみ” 

切り替え 

4 ＃ 

4へ 
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4 

ガイダンスのみに設定いたしました。 
メニューに戻ります。 ※ 

留守電 
へ切り替える 

ガイダンスのみ 
へ切り替える 

0 ＃ 1 ＃ 

留守電またはガイダンスのみの指定を行います。留
守電の場合は数字の『0』、ガイダンスのみの場合は
数字の『1』を押してください。 

メニューへ 

※留守番電話へ切り替える場合は、 
「留守電に設定いたしました。メニューに戻ります。」 
とガイダンスが流れます。 

応答のみガイダンスを利用する 2/2 

応答のみガイダンスの音声を 
システム音声からお客様の声に変更する場合 
次ページ以降の 
“応答ガイダンスの収録・変更をする”を参照。 
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自分のメッセージ取り出しパスワード（数字4-8桁）を入力 

 
 
 

現在の応答ガイダンスを確認する場合は、1とシャープを 
応答ガイダンスを変更する場合は、２とシャープを 
メッセージ取り出しパスワードを変更する場合は、3とシャープを 
留守電または、ガイダンスのみの指定をする場合は、4とシャープを押
して下さい。 

こちらはメッセージセンタです。こちらの番号では、 
応答ガイダンスとメッセージ取り出しパスワードの 

変更が可能です。 

発信者：Bさん 
（PSTN/携帯/IP） 

応答メッセージ 
確認 

応答メッセージ 
変更 

1 ＃ 2 ＃ 

自分のボックス番号（IP電話番号）を入力 

050-33aa-aaaa  

お客様のメッセージボックス番号を入力し、 
その後、シャープを入力してください。 

お客様のメッセージ取り出しパスワードを入力し、 
その後、シャープを入力してください。 

11335577 

1へ 2へ 

パスワード変更 

3 ＃ 

3へ 

応答ガイダンスの収録・変更をする（1/6） 

Bさんが参加するCUGの 

メッセージ設定変更用 

センター番号は、 

050-3480-8520 

“留守電”or 
“ガイダンスのみ” 

切り替え 

4 ＃ 

4へ 
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終わりましたら最後にシャープを押してください。 
録音は180秒可能です。以上です。 

現在の応答ガイダンスは、＊です。再生します。 

1 

再生 

もう一度確認する場合は、1とシャープを、 
応答ガイダンスを変更する場合は、2とシャープを、 
確認のみの場合は、このまま電話をお切り下さい。 

再再生 
応答メッセージ 

変更 

1 ＃ 2 ＃ 

1へ 2へ 

応答ガイダンスの収録・変更をする（2/6） 

＊の部分には「すべて自分の声」「システム音声」が入る 

現在、＊に設定されています。 ＊の部分には「相手のメッセージを録音」「ガイダンスのみ流す」が入る 
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応答ガイダンスを変更いたします 

2 

相手ガイダンスを録音する場合の応答ガイダンス変
更は0とシャープを 
ガイダンスのみ流す場合の応答ガイダンスを変更す
る場合は、1とシャープを押してください。 

相手ガイダンスを 
録音する場合 

ガイダンスのみ 

の場合 

0 ＃ 1 ＃ 

応答ガイダンスの収録・変更をする（3/6） 

2-1へ 2-2へ 

PB ガイダンスの種類 PB 音声の種類 文言 

0 留守電 
（相手ガイダンスを録音する） 

1 システム音声 只今、電話に出ることが出来ません。「ピー」という発信音の後にお名前とご用件をお話
ください。終わりましたら最後に＃を押して下さい。録音は180秒可能です。 

2 すべて自分の声 （お客様が収録した声） 

1 応答のみガイダンス 

（ガイダンスのみ流す） 

1 システム音声 只今、電話に出ることが出来ません。 

申し訳ありませんが、しばらくたってからおかけ直しください。 

2 すべて自分の声 （お客様が収録した声） 

■応答ガイダンスには以下のパターンがあり、1つ選択する。 

※出荷時は、留守電＋システム音声（水色）となる。応答のみガイダンスを選択している場合は、最初システム音声が設定されている。 
※応答のみガイダンスを設定する場合は、ガイダンス収録後、メニューに戻り、4#にて応答ガイダンスの切り替えを実施してください。 
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 応答ガイダンスを変更いたします 

2-1 

すべて自分の声にする場合は、1とシャープを 
システム音声にする場合は、2とシャープを押して下
さい 

すべて自分の声 システム音声 

1 ＃ 2 ＃ 

応答ガイダンスを録音しました。 
収録したメッセージを再生します。 

応答ガイダンスを収録します。 
ピーという発信音の後に、60秒以内でメッセージをお
話し下さい。終わりましたら最後に#を押して下さい。 

録音 

応答ガイダンスの収録・変更をする（4/6） 

応答ガイダンスを確定させる場合は、1とシャープを 
もう一度収録する場合は、2とシャープを、 

メニューに戻る場合は、9とシャープを押して下さい。 

メッセージ確定 再収録 

1 ＃ 2 ＃ 

メニューに戻る 

9 ＃ 

メニューへ 
応答ガイダンスを変更しました。 

メニューに戻ります。 2-1へ 

再生 

システム音声に変更しました。 
メニューに戻ります。 

メニューへ 
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 応答ガイダンスを変更いたします 

2-2 

すべて自分の声にする場合は、1とシャープを 
システム音声にする場合は、2とシャープを押して下
さい 

すべて自分の声 システム音声 

1 ＃ 2 ＃ 

応答ガイダンスを録音しました。 
収録したメッセージを再生します。 

応答ガイダンスを収録します。 
ピーという発信音の後に、60秒以内でメッセージをお
話し下さい。終わりましたら最後に#を押して下さい。 

録音 

応答ガイダンスの収録・変更をする(5/6) 

応答ガイダンスを確定させる場合は、1とシャープを 
もう一度収録する場合は、2とシャープを、 

メニューに戻る場合は、9とシャープを押して下さい。 

メッセージ確定 再収録 

1 ＃ 2 ＃ 

メニューに戻る 

9 ＃ 

メニューへ 
応答ガイダンスを変更しました。 

メニューに戻ります。 2-2へ 

再生 
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メッセージ取出しパスワードを変更します。 

3 

変更後のメッセージ取出しパスワードを入力します。 
4から8桁の数字とシャープを押して下さい。 

メッセージ取出しパスワードを変更しました。 
メニューに戻ります。 

メニューへ 

確認のため、先ほど入力したメッセージ取出しパス 
ワードとシャープをもう一度押して下さい。 

自分のメッセージ取り出しパスワード（数字4-8桁）を入力 

22446688 

自分のメッセージ取り出しパスワード（数字4-8桁）を入力 

22446688 

＃ 

＃ 

応答ガイダンスの収録・変更をする(6/6) 
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伝言録音を利用する 
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<<機能概要>> 

◆特定の相手（複数指定、グループ指定も可）のメッセージBOXに音声で伝言を残すことが可能です。 

◆伝言通知メール（E-Mail）により、ほぼリアルタイムに伝言把握が可能です。 

 ⇒メール送付先がパソコン向けメールアドレスの場合、伝言メッセージの着信通知メール送信します。 

 ⇒メール送付先が携帯電話向けメールアドレスの場合、伝言メッセージは外出先からメッセージセンタに接続することで聴取可能です。 

◆伝言メッセージを預かったユーザはそのメッセージを他のユーザへ配布することが可能です。 

<<機能提供イメージ>> 発信者：メッセージボックス契約者Ａ、着信者：メッセージボックスサービス契約者Ｂ 

メッセージセンタ 

（メディアサーバ） 
 

発信者：メッセージボックス契約者Ａ 
※メッセージボックス契約者であれば、 
利用する電話サービス種別は、PSTN/
携帯/IPから可能 
※契約者以外は伝言録音は不可 ①外出先などの携帯電話に 

着信通知メール送信 

②録音メッセージ確認 

メール送信先が携帯の場合 

メール送信先がPCの場合 

PCに着信通知メール送信 
Ⅰ伝言録音用センタ番号 
 050-3480-8510へ電話 
Ⅱ自分の電話番号と 
 取り出しパスワードを入力 
Ⅲ伝言録音する電話番号を 
 入力する 
Ⅳ伝言を録音する 
Ⅴメッセージを確定する 

ユーザーC 
蓄積BOX 

③（必要に応じて）録音メッセージの配布が可能 
※同一CUG内のユーザーに限ります 

ユーザーＢ 
蓄積BOX 

※録音メッセージの確認時には、確認に利用する電話サービスの所定の通話料金と、別途¥8/3分の料金が必要です。 

※録音メッセージの配布先は、メッセージボックスサービスの契約者が対象です。 

伝言録音を利用する 

PC/スマートフォン 
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自分のメッセージ取り出しパスワード（数字4-8桁）を入力 

伝言録音を利用する方法（電話操作） 1/2  

 
 
 

こちらはメッセージセンタです。お客様の
メッセージボックス番号を入力し、そのあ
とシャープを入力してください。 

ボックスパスワード入力し、そのあとシャ
ープを入力してください。 

自分のボックス番号（IP電話番号）を入力 

050-33aa-aaaa  ＃ 

12345678  ＃ 

グループボックス 
利用する 

グループボックス 
利用しない 

利用するグループボックス番号をホシじるし区切りで入
力し、その後シャープを入力してください。 

グループボックスを入力 

1*2*3*4*5*  ＃ 

1 ＃ 2 ＃ 

伝言録音時（2/2へ） 

※グループリスト設定済みのみ 

メッセージセンター（伝言録音用）に接続 

発信者：Ａさん 
（PSTN/携帯/IP） 

 
 
 

発信者：Ａさん 
（PSTN/携帯/IP） Bさんへ伝言録音を

する 

A/Bさんが参加するCUGの 
伝言録音用センター番号は、 
050-3480-8510 

メッセージ録音先にグループボックス利用する場合は１とシャ
ープを、グループボックスを利用しない場合は２とシャープを
入力してください。 

Aさんの番号で認証 
伝言録音する人を認証 

（Aさんの番号） 
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伝言録音先のボックス番号（IP電話番号）を入力 

050-33bb-bbbb ＃ 

メッセージ録音先のメッセージボックス番
号を入力し、そのあとシャープを入力し
てください。 

メッセージ録音を開始します。「ピー」という発信
音の後にお名前ご用件をお話ください。終りまし
たら最後に＃を押して下さい。録音は180秒可
能です。 

只今のメッセージでよければ１とシャープを録音
をやり直すときは２とシャープを、メッセージを確
認するときは３とシャープを、メッセージを取り消
すときは９とシャープを入力してください。 

録音 

ピー 

録音終了 

＃ 

メッセージをお預かりしました。ご
利用ありがとうございました。 

切断 

そのままお待ちください 

録音確定 
↓ 
終了 

再度録音 
録音メッセージ 

確認 
録音取り消し 

1 ＃ 2 ＃ 3 ＃ 9 ＃ 

メッセージをお預かりしました 
着信日時：2003/03/03 
発信TEL：050-33aa-aaaa 
着信TEL：050-33bb-bbbb 
メッセージの録音時間：25秒 
メッセージID：5678 
メッセージをお聞きになるには 
050-33yy-yyyy 
におかけください 

Bさんへ 

メール送信 

伝言録音先を指示 

（Bさんの番号） 

伝言録音を利用する方法（電話操作） 2/2 


